
音楽科 お付る思考力 判断力＠表現力

本年 7月，文部科学省・国立教育政境研究所が「特定の課題に関する調査（音楽） 調査結果（1J＼、民
ー中学校）」を先表Lた。＼，＇，わゆる「音楽の学力調査 Jとよばれる志のである。このような全国灼な

での学力調査は，小学校では実にL12年ぶりマ三中学校では初めてであったl まi：，完投についての

調査や，
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内容に関連 lた児童生徒の意識や「教師の指導の実路苓に関する質問祇調査もあわせて

的な担原から 小・中学1fにおける古来科の実態伝記揮するための示日ずに富む情報となっ

ごし、 Q 0 

この；I.Urマ特にうきぼりにな vた点は，習得している韮すはな知事4や投能令ιと！こヲ白らの忠し、

国をもって工天して去現しようとするプ~／＇音J主の主体そ把握す弓力q るじたじとる言葉で説明する力な

どの不足ごめっ f~o c.九は「音楽の思考刀 ω 判断）f＇表現ブ iJIこ直；妾つながるカにほかなりた九、。

モこでy 苦楽科マ；、は研究テーマとして「学ヴ合いの中で思考力 a 判断力・表現力を工声υ音楽学習」を

した。内容のまとまりとしては，平成2（）年度に「歌H巨人 21＇年度に「音楽っとり J九「創作」乏中心

に取り上げた ζ とをふまえヲ今年民は「館員jを仁it心に計画をflて毛乙ととした。これまでの取り組み

してきた点lふ「思考力持判断力付表現力」のように それぞれ♂力が一万通行ではなし相互

にフィードパックしながらうより高い段階に発展していくものととらえた点で忘る。「行きつ戻りつ」

りj亙し，総合的にfi,
！一f主還jとよぴ｝重視してきた.，，

今年度は〉この「往還」をより有機的に発iwi－＝＇ せるために「仲間との学び合いじT）なかで力を

した。附属学校におり一号、児童 Q 生徒の苔奈の授業に対す三レディネスとして しば L,r,J指摘

され己ことに，教科舛．また掌校外における音楽経験心豊かさがある。異体的には合唱やオーケヌトラ．

吹支楽等，学校におけ芯課外活動に加え勺学校外ではどプノをはじめとした壱楽（［＿1習いごとや民間の音

ーク 1しゃグループヘの参加などが志げられる。このような旗印が顕著でみ毛ごとは 授業者や大学

員はもとより，多えの芋校関係者や）＇白域の人主が認めるところで志る。 t:t,ご，教がのタ！で培った力がJ

音楽の学乃として，イランスrノ取れたふのであるかどうかは別問題でiJ',る。その意u未で，筆者はヲ阿

における音楽の授業研究で， ポイントとなるべき点のひとつは児童・生徒の個人的な

しなしi授業の設計にある¢ではなu、かと思っているQ 仲間との学びさ（ Iが一個人の音楽経験に過度i」

されることおく，新鮮な発見や感動モ辻有し，既存のものの焼き直しでIまない 真に：Yリヱイテ汁

音来活動告模宗すと原動力となるはずであるにl さらiこは【音、禁を通して加者の但性 2三読めっ協同の

醍醐味守体験す一ることで＇• ＂にいよ、 1人間関i系を：構築する力にもつながってし aく。

な題材には，長；が！罰やtf/1二七（［，音楽を取七J上げた、題材は初等音！？三「おはやし

じ N\z ろう i，中等部で「日玄や諸外国の伝杭音楽が生ろ i±lす芦の音色の4そ，：／~J[去思じ取ろろ J 壬そ

L f；：。我が国や郷土、の音楽そと鑑賞の授業でJlをつ試みは，授業タl.Cのi巨人山な吉

にくいのアはjごいかとνう[Iv説。こ立って＇・ ＼る。この点に関連して，権藤敦子は「敦ヰトZ論理かるふ！

らー」と題 L た論説で，「学－~1円宮と子どもたち｛／）かかわり必

に重要である iと述べている（『宇校教育』 20Ul:i年 9)=j 

ここで権践は， tt：や手口::t<fit.1ど日；；；j,.，、のイ云統的7よ
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